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1) SEEE永久グラウンドアンカーエ法の概要

SEEE永久グラウンドアンカ ーエ法は、砂防 ・地

すべり分野に有効な永久アンカーとして1開発されま

した。

本工法は反力構造物 （受圧板等） と地l上lを一体化

させて安定させる圧縮型の永久アンカーエ法で、設

計術重］56.6kN~ 2086.2kNの範囲で使用することが

でき、再緊張などの荷重管理をはじめとする維持管

理に優れた構造を持っています。また、タイプルア
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図5 タイブルアンカー各タイプの断面図
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ンカーM型は、耐荷体長を長くすることによりアン

カー引抜き抵抗力を大きくすることができ、第三紀

の岩盤や粘性系地盤など拘束力の小さい地盤に適用

することができます。

図 5に本工法の各タイプの断而圏を示します。

図4 タイプルアンカーM型イメージ図
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2) SEEE永久グラウンドアンカー

工法の特徴と審査証明の結果の概要

SEEE永久グラウンドアンカーエ法の主な特徴を

以下に示します。

永久アンカーとしての耐久性について

アンカー鋼材は、全長にわたり、防錆油、ポリエ

チレン樹脂による二凪防食加工を施しており、高し

耐久性 ・防食機能を有しています。

また、定着具がねじ式であり、定着が確実で、再

緊張・緊張力緩和 ・除荷といったメンテナンスを容

易に行うことができます。

審査証明では、材料的、構造的に本アンカーは長

期にわたり耐久性を保持できると認められました。

アンカー各タイプのメリットについて

タイプルアンカーA型、 U型、 M製の選定基準は

囮 7のとおりです。地盤状況や経済性を考慰して適

用するアンカーを決定します。

特にタイプルアンカーM裂は、第三紀の泥岩・シ

ルト岩・凝灰岩等膨澗やスレーキングを生じやすい

岩盤や粘性系地盤など拘束力の小さい地盤におい

て、図 8に示すように、耐荷体長を長くすることに

より応力の媒中を防ぐため、アンカー引抜き抵抗力

を大きくすることができます。
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図7 引抜き荷重T:!:;:350kN時の耐荷体付着応力分布

・ Td ~ l096.2kN 
かつ
•永久アンカーと し
一般的な環境

グ 匹●11DJ.W

腐食環墳

タイプルアンカーA型
タイプルアンカーU型
タイブルアンカーM型

・ Td> 1 096.2kN 
または

・港湾や湛水面下など

厳しい腐食環境

タイブルアンカーU型

・忠！地翻第季の泥岩・1
タイブルアンカーM型

シルト岩・凝灰岩
または

・定鶯地盤が n5性系地盤」

・定着地盤が「岩盤」
（第三紀の泥岩・ シルト
岩・凝灰岩は除く）
または

・定漕地盤が屁り質系地盤」

タイブルアンカーA型

IタイブルアンカーM型l タイプルアンカーU型
タイブルアンカーM型

・経済性等を考慮しU,M 
型のいすれかを選定する

図6 タイプルアンカー選定基準

写頁3 SEEE永久グラウンドアンカーエ法（タイプルアンカーA型）現場施工例
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